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４月２日は、国際子どもの

本の日です

国際子どもの本の日メッセージ ： 言葉の音楽
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1967	 スイス

1968	 旧ユーゴスラビア

1969	 スウェーデン

1970	 旧ユーゴスラビア/ イタリア

1971	 オーストリア/ 旧チェコスロバキア

1972	 アメリカ合衆国

1973	 旧チェコスロバキア

1974	 イギリス

1975	 デンマーク

1976	 イラン

1977	 フランス

1978	 オーストラリア

1979	 ブルガリア

1980	 ポーランド

1981	 旧西ドイツ

1982	 キプロス

1983	 ベネズエラ

1984	 ブラジル

1985	 オーストリア

2005	 インド

2006	 スロバキア

2007	 ニュージーランド

2008	 タ イ

2009	 エジプト

2010	 スペイン

2011	 エストニア

2012	 メキシコ

2013	 アメリカ合衆国

2014	 アイルランド

2015	 アラブ首長国連邦

2016	 ブラジル

2017	 ロシア

2018	 ラトビア

2019	 リトアニア

2020	 スロベニア

2021	 アメリカ合衆国

1986	 旧チェコスロバキア

1987	 旧ソ連

1988	 オーストラリア

1989	 ガーナ

1990	 カナダ

1991	 ギリシャ

1992	 コロンビア

1993	 イラン

1994	 アメリカ合衆国

1995	 日 本

1996	 デンマーク

1997	 スロベニア

1998	 ベルギー

1999	 スペイン

2000	 フィンランド

2001	 ハンガリー

2002	 オーストリア

2003	 ブラジル

2004	 ギリシャ
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● これまでのポスター & メッセージ作成国
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ン
デ
ル
セ
ン
賞
画
家
ホ
ジ
ェ

ル
・
メ
ロ
が
美
し
い
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
し
ま
し

た
。日

本
の
４
月
は
木
の
芽
が
息

吹
き
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
季

節
で
す
。「
国
際
子
ど
も
の
本

の
日
（
４
月
２
日
）」「
絵
本
週

間
（
３
月
27
日
～
４
月
９
日
）」

「
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23

日
）」「
こ
ど
も
の
読
書
週
間

（
４
月
23
日
～
５
月
12
日
）」
な

ど
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
活

動
が
活
発
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
、
一
歩
前
に
踏
み
出
せ
る
よ

う
な
、
特
別
な
一
冊
に
め
ぐ
り

逢
う
こ
と
を
願
い
、
国
際
子
ど

も
の
本
の
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

ポ
ス
タ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
と

国
際
子
ど
も
の
本
の
日

国
際
児
童
図
書
評
議
会
（
Ｉ

Ｂ
Ｂ
Ｙ
）
は
、
子
ど
も
と
本
を

つ
な
ぐ
人
々
の
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
１
９
５
３

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

80
の
国
と
地
域
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。

１
９
６
６
年
、Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
、

人
々
の
子
ど
も
の
本
に
対
す
る

関
心
を
呼
び
起
こ
す
た
め
、
童

話
作
家
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
誕
生
日

で
あ
る
４
月
２
日
を
「
国
際
子

ど
も
の
本
の
日
」
と
定
め
、
世

界
中
で
お
祝
い
や
催
し
を
行
な

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
翌
年
か

ら
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
に
加
盟
す
る

国
々
が
順
番
に
ポ
ス
タ
ー
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、
世
界

中
に
発
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
日
本
支
部
で

あ
る
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
、
各
国
が
つ

く
る
世
界
共
通
ポ
ス
タ
ー
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
日
本
語
版
で
作

り
な
お
し
、
国
内
の
図
書
館
な

ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
が
担
当
し
、
ア
メ
リ
カ

を
代
表
す
る
詩
人
で
作
家
の

マ
ー
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ン
グ
ル
が

詩
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
詩
を
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
際
ア

言
葉
の
音
楽　
　
　

詩 

マ
ー
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ン
グ
ル

本
を
読
む
と
、
心
の
翼
が
広
が
る
。

文
字
を
書
く
と
、
指
が
歌
う
。

言
葉
は
、
太
鼓
を
た
た
く
音
や
フ
ル
ー
ト
の
音
色
の
よ
う
に
ペ
ー
ジ
の
上
で
響
く
。

空
高
く
舞
い
上
が
る
鳥
、
高
い
声
で
吠
え
る
象
の
群
れ
、

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
、
な
だ
れ
落
ち
る
滝
、

ひ
ら
ひ
ら
と
空
高
く
舞
う
蝶
！

言
葉
に
誘
わ
れ
て
私
た
ち
は
踊
り
出
す
。

リ
ズ
ム
、
詩
、
鼓
動
、

ひ
づ
め
の
音
や
鳥
の
羽
ば
た
き
、
古
い
お
話
や
新
し
い
お
話
、

空
想
か
ら
生
ま
れ
た
物
語
と
本
当
に
あ
っ
た
物
語
。

故
郷
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、

息
せ
き
切
っ
て
国
境
を
越
え
、
新
し
い
土
地
や

知
ら
な
い
言
葉
に
向
か
う
と
し
て
も
、
物
語
や
詩
は

い
つ
で
も
あ
な
た
の
も
の
。

言
葉
を
分
か
ち
合
う
時
、
私
た
ち
の
声
は

未
来
、

平
和
、
喜
び
、
そ
し
て
友
情
と
い
う
音
楽
に
な
る
。

希
望
の
旋
律
に
な
る
。

訳
者　

島 

式
子
（
し
ま 

の
り
こ
）

児
童
文
学
研
究
者
。
翻
訳
に『
マ
イ
ゴ
ー

ス
ト
ア
ン
ク
ル
』（
Ｖ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
作
、

原
生
林
）『
ダ
イ
シ
ー
ズ
・
ソ
ン
グ
』（
共

訳
）（
ヴ
ォ
イ
ト
作
、
楡
書
房
）　

絵
本

の
翻
訳
に
『
マ
ッ
チ
箱
日
記
』（
共
訳
）

（
ポ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
作
、
イ

バ
ト
ゥ
ー
リ
ン
絵
、
Ｂ
Ｌ
出
版)　
『
カ

ラ
ス
笛
を
吹
い
た
日
』（
共
訳
）（
ロ
イ

ス
・
ロ
ー
リ
ー
作
、 

イ
バ
ト
ゥ
ー
リ
ン 

絵
、
Ｂ
Ｌ
出
版
）
な
ど
。

キ
ュ
ー
バ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
詩
人
。
エ
ン

グ
ル
は
、
そ
の
幅
広
い
活
動
を
認
め
ら
れ
、

ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
児
童
図
書
賞
や
ア
ー

ノ
ル
ド
・
エ
イ
ド
フ
詩
人
賞
な
ど
国
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
。
２
０
１
７
年

か
ら
１
９
年
に
は
、
青
少
年
桂
冠
詩
人
に

も
選
任
さ
れ
た
。
エ
ン
グ
ル
は
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
生
ま
れ
た
が
、
幼
少
期
の
夏
の
日
々
を
、
母
親
の
生
ま
れ
故
郷
キ
ュ
ー

バ
で
親
族
と
過
ご
し
、
こ
の
島
に
深
い
愛
着
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
植
物
学
、
農
学
を
修
め

る
。
現
在
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
夫
と
暮
ら
す
。
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
絵
本

に
『
お
お
き
く
な
り
た
い
の
』（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
絵　

福
本

友
美
子
訳　

岩
崎
書
店
）
が
あ
る
。

　
＊

　
＊

　
＊

「
言
葉
で
壁
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
ご
く
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
だ
。
私
の
家
族
は
と
て
も
複
雑
な
家
族
だ
っ
た
。
家
族

の
中
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
を
み
ず
か
ら
の
意
思
に
反
し
て
離
れ

た
人
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
を
み
ず
か
ら
の
意
思
で
離
れ
た
人
、
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
を
離
れ
ず
、
ど
こ
に
も
行
か
ず
に
暮
ら
し
て
い
る

人
が
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
ん
な
家
族
を
、
等
し
く
、
愛
す
る
こ
と
を

私
は
選
ん
だ
。
詩
を
書
き
、
物
語
を
生
み
出
す
と
勇
気
が
湧
い
て
く

る
。
韻
を
ふ
ん
だ
り
、
リ
ズ
ム
を
つ
け
た
り
す
れ
ば
、
言
葉
と
言
葉

の
余
白
に
も
、
言
葉
の
木
霊
（
こ
だ
ま
）
は
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
た
あ
と
、
響
い
て
く
る
余
韻
の
よ

う
に
。
言
葉
は
音
楽
。
自
然
に
発
せ
ら
れ
る
調
べ
と
人
間
の
営
み
が

発
す
る
調
べ
と
な
っ
て
奏
で
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
。
物
語
や
詩
を
分

か
ち
合
え
ば
、
想
像
力
は
翼
を
え
て
飛
翔
す
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め

て
、
私
た
ち
は
お
互
い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
存
在
す

ら
知
ら
な
か
っ
た
人
と
、
私
た
ち
は
隣
人
に
な
る
。」

１
９
６
５
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で

生
ま
れ
る
。
２
０
１
４
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
・

画
家
賞
受
賞
。
百
冊
を
超
え
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
事
が
あ
り
、
う
ち
25
冊
は
文
章
も
手
が
け
て

い
る
。
中
国
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、台
湾
で
個
展
を
開
催
。
ま
た
世
界
中
の
グ
ル
ー

プ
展
や
絵
本
フ
ェ
ァ
な
ど
に
も
作
品
を
出
展
し
て
い
る
。
絵
本
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ベ
ル
ギ
ー
、
中
国
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ラ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、

オ
ラ
ン
ダ
、
韓
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
15
ヵ
国
で

翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
中
国
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
・
曹
文

軒
の
文
に
よ
る
『
は
ね
』（
濱
野
京
子
訳 

マ
イ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
＊

　
＊

　
＊

「
私
が
マ
ー
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ン
グ
ル
の
詩
の
音
楽
性
、
リ
ズ
ム
、
ビ
ー
ト

に
想
像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
―
動

物
だ
っ
て
人
間
だ
っ
て
―
が
、
わ
く
わ
く
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。
多
様
性

が
生
み
出
す
唯
一
無
二
の
ビ
ー
ト
、
文
学
や
ア
ー
ト
か
ら
響
い
て
く
る
ビ
ー

ト
を
聴
く
子
ど
も
た
ち
は
、「
内
な
る
他
者
の
声
」
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
。

子
ど
も
た
ち
の
権
利
、
読
者
と
し
て
の
権
利
、
優
れ
た
文
学
を
読
む
権
利

に
常
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
、
多
様
な
も
の
が
調
和
す
る
可
能
性

の
証
し
と
し
て
、常
に
私
の
心
に
あ
る
。「
国
際
子
ど
も
の
本
の
日
」
は
毎
年
、

面
白
く
て
、
楽
し
い
舞
台
を
用
意
し
て
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
織
り

な
す
コ
ー
ラ
ス
を
祝
っ
て
き
た
。
子
ど
も
は
多
様
で
、
詩
人
で
あ
り
、
哲
学

者
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
詩
と
そ
の
ビ
ー
ト
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

マ
ー
ガ
リ
ー
タ
の
詩
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
心
臓
の
鼓
動
、
ひ
づ

め
、
そ
し
て
翼
の
奏
で
る
音
な
の
だ
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
画
の
中
に
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
を
打
ち
震
わ
せ
る
音
を
描
こ
う
と
思
っ
た
。
言
葉
・

音
楽
・
目
に
見
え
る
イ
メ
ー
ジ
す
べ
て
を
横
断
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
精
神
そ
の

も
の
を
。」

illustration Ⓒ Roger Mello


